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令和 8 年度国立淡路青少年交流の家教育事業 ボランティア養成セミナー 実施報告 

 
ボランティア活動に興味がある人のための体験型セミナー 

～「体験する！楽しむ！考える！繋がる！」2 日間～  

 

１ 趣  旨   青少年教育施設におけるボランティア活動について理解を深めるとともに、必要な知 

識・技術を学ぶ場を提供することを通して、今後のボランティア活動についての意欲 

を高め、青少年教育施設で活動できるボランティアを育成する。 

 

２ 主  催  独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立淡路青少年交流の家 

 

３ 後  援  兵庫県教育委員会、徳島県教育委員会 

 

４ 日  程  令和 8 年６月 6 日（土）～６月 7 日（日）１泊２日 

 

５ 場  所  国立淡路青少年交流の家（兵庫県南あわじ市阿万塩屋町７５７－３９） 

 

６ 参加人数  25 名 

         内訳：男性 7 名 女性 18 名（社会人 3 名 大学生 11 名 高校生 11 名） 

 

７ 対 象 者  大学生・高校生など、青少年教育施設におけるボランティア活動に参加したい、もし

くは興味がある人（※中学生以下は参加不可） 

 

８ プログラム内容 

６月 6 日（土） 

【青少年教育施設ってどんなとこ？】10：30～12：00  

 班での簡単な自己紹介とアイスブレイクの後、講義をスタートさせた。 

 はじめに、参加者が現時点で抱いている「国立淡路青少年交流の家のイメージ」を A4 用紙に書いても

らい班全員で共有した。「自然」、「体験」、「集団生活」、「教育」というキーワードが多く見られ、これか

ら始まるセミナーへの期待感を高めた。その後、「キャンプネーム（セミナー中に名乗るニックネーム）」

を考え、セミナーの間はキャンプネームで呼び合うことを確認した。それぞれが個性溢れるキャンプネ

ームを考え、明るい雰囲気でセミナーがスタートできた。 

 講義が終わった後は、「全力で楽しむ」「失敗も笑い飛ばす」という当セミナーのルールの下、7 人前後

で 4 班に分かれグループで協力しながらゲームに取り組んだ。交流の家で実際に利用者に行っている課

題解決型のゲームを行い、意見を出し合いながら試行錯誤を繰り返す姿がみられた。先輩ボランティア

も参加者と一緒にゲームを行い、初対面とは思えないほど打ち解けることができ、午前の活動が終了し

た。 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【青少年教育について】12：30～14：00 

 下仲事業推進係長兼企画指導専門職より「青少年教育について」という講義を受講した。初めに、「教

育の種類とは」という事を考えた。KJ 法を使って教育が行われている場所、教育と呼べそうな活動や取

り組みなどを付箋に書いてアイデア出しをした。その後、教育活動の種類を学び、「青少年教育」という

言葉の整理をし、自分たちが思いつく教育はどこに分類されるかをグループで考えて、発表することが

できた。どの参加者も真剣に考えていて、活発なグループワークとなり、ここから受ける講義や実習に

繋がる貴重な時間になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アウトドアクッキング】14：15～18：15 

 ボランティア活動の技術という実習で「アウトドアクッキング」を行った。はじめに先輩ボランティ

ア考案のレクリエーションで具材を決め、何をどのように作るかをまずはグループごとに話し合ってい

た。話し合いが終わった後は、それぞれグループ内で役割を決め、分担して活動していた。実際に子ど

も達に指導することも考え、安全面でのポイントを学びながら活動を進めた。苦労して調理したことも

あり、どのグループも「美味しい」といってたくさん食べている様子が印象的であった。参加者アンケ

ートには「アウトドアクッキングが楽しかった」といったような感想が多く見られたことからも、参加

者にとって有意義な時間になったことが伺える。 
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【ボランティア活動の意義】19：00～20：30 

 ボランティア活動の意義について、参加者同士の意見交換や講義を通して、学びを深めた。 

まずは、提示されたテーマに沿って、自分の意見をまとめ、２～３名のグループを作り、意見交換を

した。グループメンバーは、テーマを変えるごとに交代していき、できるだけ多くの参加者と意見交換

できる時間とした。 

 最後に、事例を参考に学ぶとともに、活動に参加する際には「Can（できること）」「Want（したいこ

と）」「Needs（もとめられていること）」を意識することの大切さを確認した。 

 それまでの活動は、班での行動がメインであったが、ここでは、班員以外の参加者とも交流ができる

ように工夫をし、それにより、多様な意見、価値観に触れる機会になったと思われる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 7 日（日） 

【赤十字救急法】9：00～12：00 

 セミナー２日目は、日本赤十字社兵庫県支部から講師をお招きし、傷病者手当の基本や胸骨圧迫、AED

を用いた除細動などの一次救命処置を中心とした「赤十字救急法」について学んだ。 

はじめに、傷病者を発見した際の観察の仕方を学んだ。自分の安全を確保したうえで対応にあたるこ

とや、傷病者の意識の有無で対応が異なるため、冷静に状況を判断し、その状況に応じた対応が必要で

あることを理解した。その後ペアになり演習を行った。 

続いて、心肺蘇生、AED を用いた電気ショック、気道異物除去等の一時救命処置の基礎を実技中心で

学んだ。実際に一時救命処置の技術が役に立った事例が紹介されたこともあり、全参加者が熱心に取り

組んだ。グループに分かれ、一人ずつ役割を交代しながら演習を行った。 

３時間の講義・演習を通して、青少年教育施設ボランティアとして必要な「安全管理」の技術を身に

付けることができた。 
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【淡路でできるボランティア活動について】13：00～15：00 

はじめに交流の家職員から昨年の取り組み事例をまとめた動画を見てもらい、国立淡路青少年交流の

家で参加できるボランティア活動についての紹介を行った。 

続いて、３グループに分かれて先輩ボランティアから「なぜ、ボランティアに参加しようと思ったの

か」、「どんなボランティアに参加したのか」、「ボランティアをして楽しかったこと、嬉しかったこと」、

「ボランティアをして大変だったこと」などについて語ってもらった。生き生きと語る同年代の言葉の

おかげで、参加者の聞く姿勢にも力が入っており、交流の家の教育事業の魅力や、ボランティア活動の

魅力を感じてくれたようだった。また、先輩ボランティアにおいても、自分たちの思いを言語化したこ

とで、ボランティア活動の魅力を再認識するとともに、改めて「なぜ、ボランティア活動に参加するの

か」という気持ちの整理ができたようだった。ボランティアに参加してみたい、交流の家の事業に参加

してみたいという声が多くあがった。 
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９ 参加者の声（アンケートより抜粋） 

 ・他の事業にも参加したいと思った。 

 ・たくさんの人と関わることができた。 

 ・自分のアイデアを積極的に出せるようになった。 

 ・コミュニケーションをとる大切さを感じた。 

 ・人と関わることの楽しさを知った。 

 ・野外活動が特に楽しかった。 

 ・自分から行動することの大切さを知った。 

 ・初対面の人とも気軽に話せるようになった。 

 ・新たな視点を得られた。 

 ・ボランティアへの意欲が高まった。 

 ・ボランティアの楽しさと大変さを学べた。 

 ・教育に関する考えが深まった。 

 ・初めての体験をたくさんすることができた。 

 ・先輩ボランティアの方たちが優しくて楽しく過ごすことができた。 

 ・新しいことに挑戦する大切さを感じられた。 

 

10 所感 

 今回のセミナーでは、昨年度までよりも参加者と先輩ボランティアとの関りの多さや、事業後のボラ

ンティアへの参加イメージの高まりを意識して行った。事後のアンケートでは「参加してよかった」「ボ

ランティアへの参加意欲が高まった」「先輩ボランティアの方が優しくて安心して過ごせた」「自分自身

が成長できた」などの感想をいただき、概ね事業の目的は達成できたように思う。今年度の事業案内を

行うと、早速予定を確認する姿が見られ、興味を持っている参加者が多かった。交流の家でのボランテ

ィア活動に参加したいという声も多く、今後の活動に期待が持てる。 

 また、交流の家での教育事業等のボランティア活動に限らず、「ボランティア」や「社会活動」そのも

のに関心を持った参加者が多く、地域社会等で活躍できるボランティアの育成につなげることができた。 

                                               

                                            以上 

 

 

 


